
 

 

 

自家又は同種造血幹細胞移植を施行した成熟 NK/T細胞性腫瘍患者における 

予後不良因子の病理学的検討 

 

１．研究の対象 

成熟 NK/T細胞性腫瘍と診断され、1994年 8月 1日～2019年 3月 31日の間に大阪市立

総合医療センター血液内科で自家又は同種造血幹細胞 移植を受けられた方で、診断時の

生検検体が利用可能な患者様が本研究 の対象となります。 

２．研究目的・方法 

成熟NK/T細胞性腫瘍と診断された方で自家又は同種造血幹細胞移植を受けられた患

者さんの初診時の病理組織標本を用いて、移植以外の治療しか受けていない方を含めた

解析で予後不良が報告されているマーカーを追加で免疫組織化学的に評価し、移植予後

との関連を検討することを目的としています。これまでの移植戦略では予後が不良な方

を早期に同定することができれば、そうした方に対し、初期治療を変更する、あるいは

早期に自家移植や同種移植を検討するなど、予後を改善するためのより良い治療方針を

検討するのに役立つ可能性があります。 

研究期間：倫理委員会承認後から 2020年 12月 31日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究は診断時の生検検体の他、移植予後に影響する可能性のある検査データ、診療

記録を参照させていただく予定です。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

本施設から試料・情報を提供する予定ですが、研究を遂行する上で移植の情報と併せ

て検討する必要があります。社会的に重要性の高い研究であると考えており、匿名化し

て試料・情報を提供する予定です。上記の公表の際には個人が特定される形で公表する

ことはありません。 

 

 

５．研究組織 

1 主研究施設：大阪市立大学大学院医学研究科血液腫瘍制御学  

血液内科・造血細胞移植科・講師・中根孝彦 

2 共同研究機関・共同研究者：大阪市立総合医療センター 

血液内科・医長・吉村卓朗 

3 既存資料の提供のみを行う機関 

大阪労災病院 病理診断科 部長 三輪 秀明 

東京医科歯科大学 診断病理学 教授 江石 義信  



 

 

 

今里胃腸病院 外科部長 金村 洙行  

済生会中津病院 病理診断科 部長 仙崎 英人  

大阪はびきの医療センター 部長 上田 佳世  

日生病院 病理診断科 部長代行 城光寺 龍  

大阪医科大学附属病院 病理部・病理診断科 部長 廣瀬 善信  

大阪国際がんセンター 病理・細胞診断科 部長 中塚 伸一  

住友病院 病理部 部長 藤田 茂樹  

和泉市立総合医療センター 病理診断科 沖村 明  

大阪医療センター 病理診断科 担当先生 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：吉村 卓朗 

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センター 血液内科 

〒534-0021大阪市都島区都島本通り 2-13-22 

TEL 06-6929-1221（代表） 

 

研究代表者：中根 孝彦 

大阪市立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 

〒545-8585大阪市阿倍野区旭町 1-4-3 

TEL: 06-6645-3881、FAX: 06-6645-3880 


